

























































































































































































































































































































図 ―２　人間活動の４領域の相関  　　　　
































































































































































































































































































































































































































































22）　この点を明らかにした本に，レスター・ブラウン『プラン B  4.0』2010年，ワ
ールドウオッチ・ジャパンがあります。私も，そのための経済改革構想を発表して
います。藤岡　惇「持続可能な日本づくりのアジェンダの提案」森岡孝二ほか編
『二一世紀の経済社会システムを構想する』2001年，桜井書店，参照。
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補説
ミミズと地球と経済学
「……生きている人だけの世の中じゃないよ。生きている人の
中に死んだ人もいっしょに生きているから，人間はやさしい気
持ちをもつことができるのよ。ふうちゃん。」　
（灰谷健次郎『太陽の子』）
　2007年のノーベル平和賞は，地球温暖化問題に警鐘を鳴らしたアル・ゴアさ
んたちに与えられた。06年度はグラミン銀行を創設したモハメド・ユヌスさん，
04年にはケニアの農村女性とともに植林作業に取り組んだワンガリ・マターイ
さんが受賞された。崩れぬ平和を築いていくには，軍事や外交だけを重視して
も限界がある，もっと深部に注目し，平和の経済的ないしエコロジー的基盤を
築く営みを重視すべきだというメッセージを選考委員会は送ろうとしたのだろ
う。
森を造ると雲が浮かび，土壌を肥やすと平和が築ける
　第一次大戦前夜にキリスト者の内村鑑三が，『デンマルク国の話』（岩波文庫）
という本のなかで紹介した「もみの木の植林」の話をご存知だろうか。
　1864年にプロシアとの戦争に敗北したことを契機に，デンマーク国民は覇権
戦争に走ることの愚を悟り，「外に広がるのではなく，内を開拓しよう」とい
う道を選び，ユーラン半島北部の不毛の地に植林しようとした。大変な労苦の
すえ100万エイカの荒地は豊かな森林に変わっていった。荒地や砂漠のばあい，
たまに雨が降っても水分はすぐに地域外に流出していく。これにたいして森林
のばあい，雨水は葉っぱや下草に長く留まるので，森の上にぽっこりと雲が浮
かぶ。そうすると雨がよく降るようになるので，気候は温和となり，土壌が肥
沃になる。その結果，デンマークは屈指の豊かな酪農国に変貌したのだと内村
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は説き，満州に進出しようとしていた当時の日本の帝国主義的な風潮に警告を
発したのだ。
　肥沃な土壌のばあい，一つまみの土のなかに60億を超える微生物が生息して
いる。わずか１グラムほどの土壌のなかに，人類の総数に等しい数の微生物が
織りなす世界が展開しているのだ。土壌のなかの微生物を栄養源にして大小多
様なミミズが生息するようになると，大量の糞を生み出し，土壌を肥やしてく
れる。かつてチャールズ・ダーウィンは，ミミズを「地球の偉大な大腸」と形
容したことがあるが，ミミズが大量にいるところでは畑を耕す必要さえ減ると
いう。ミミズが無数のトンネルを掘り，土を団粒化し，土壌をふっくらとさせ
てくれるからだ。
　健康な微生物が分解した化合物を栄養源とすることで植物が健康となる。こ
の植物を栄養源にすることで健康な動物が生まれ，これら動植物の「いのちを
いただく」ことで，心身ともに健康な人間が育まれる。また人間の生存のため
に不可欠な「人権財」（たとえば水・食物・エネルギー）だけでも自給できるよう
になると，生存への不安感は減り，国際関係はもっと穏やかで，協調的なもの
となるに相違ない。したがって土壌のなかで大量のミミズが幸せに暮らしてい
る国ほど，住民の健康度，社会関係の平和度が高くなっていくのは当然だ。
地球温暖化を防止するために必要なこと
　地球圏のなかで炭素はどこに分布しているのだろうか。海洋の炭素固定化作
用（二酸化炭素を石灰岩に変える作用）をひとまず措くとすると
1）
，いま世界では，
固体の炭素が毎年72億トンほど燃やされ，二酸化炭素に姿を変えて大気中に排
出されている。
　その結果，第１に炭素は7500億トンの二酸化炭素という姿をとって大気中に
存在するようになり，大気熱の地球外への放散を妨げ，大気圏の温暖化をもた
らしてきた。第２に，炭素は化石燃料（石炭 ･石油・天然ガス）という姿をとっ
て，地中のなかに４兆トン存在している。第３に，5500億トンの炭素が，地上
（一部は海中）の植物（樹木や野菜，海草）という姿をとって固定化されている。
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第４に，土壌有機物という姿をとって1･5兆トンの炭素が土壌のなかに留まっ
ている。なお注釈を加えると，土壌とは，微生物が大量に生育している地層を
いい，地球の表層をごく薄くおおっているにすぎない。地表から１メートル以
上の深さに達するケースはごく稀だという。
　地上の植物群が蓄える炭素の３倍という膨大な炭素が土壌内に存在している
のだ。土壌のなかで炭素の一部は酸素と化合して二酸化炭素，泥土のなかの発
酵を介してメタンガスとなっているが，地中に閉じ込められている限り，温暖
化を促進することはない。地上の植物のばあいは，平均すると10年後に炭素は
二酸化炭素となって放出されるが，炭素が土壌の中に入りこむと，地上よりも
はるかに安定的となり，平均すると50年は地中に留まるという
2）
。
炭素を大地に戻すための計画
　豊かな土壌をつくるにはどうしたらよいのだろうか。まずは落ち葉・稲わ
ら・生ゴミ・糞尿の堆肥化を進め，土に戻す。その上で荒地や遊休地に木を植
えていく。住宅を建てるばあいは，材木の地産地消を奨励し，近隣の成木を伐
採し，百年は住める良質な住宅をつくるという運動を展開したいと思う。木造
住宅・ログハウスからなる街を造ることは，炭素の固定化という観点からみる
と大規模な造林事業を行っているのと同じこと。樹齢百年めざす「都市の森」
創生計画だと言い換えてもまちがいではない。
　百年後に家を取り壊したとしよう。その際に大量の廃材が出てくるだろう。
廃材は炭にし，細く砕いたうえで，土壌のなかに埋めもどしていこうというの
が私の提案だ。炭化しておくと酸化されにくくなるので，炭素の土壌中の滞留
期間は50年より長くなるだろう。炭の表面には無数の穴が開いているので，微
生物の格好の棲み家となり，土壌も肥えていくだろう。多様な炭素化合物＝腐
植土を豊富に含む土は黒くなる。この作業をとおして，日本の大地を肥沃な黒
土地帯に変えていきたいものだ。
　私は，もう一つの構想も温めている。廃材などを土壌圏より深い地層にうめ
こみ貯蔵していこうという計画である。数百年たつと泥炭になるだろう。数万
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年たつと立派な炭田，数百万年たつと立派な油田が復活してくるかもしれない。
エネルギー不足に見舞われたときには掘り出して使うことができるので，「エ
ネルギーの安全保障」にも役立つだろう。
　炭鉱の坑道跡や油田の底に二酸化炭素をポンプで送りこみ，長期間封じ込め
ようという計画が進められているやに聞く。この種の計画のばあい，実現する
には莫大なコストがかかるだけでなく，周辺の生態系に悪影響を及ぼす危険が
あるし，土壌を肥やす役割もはたさない。このような高価で危険な計画よりも，
堆肥づくりを進めたり，廃材を土壌に戻していくほうが優れており，夢がある
ように思うのだが，いかがであろうか。すでに日本の関西電力は，インドネシ
アの現地植林会社と協同して，廃材を炭化して，できた炭を土壌改良剤として
土地に戻す計画をもっているという
3）
。
動物が幸せになると人間も幸せとなり，経済も繁栄する
　動物が野生のなかで本来の幸せを実現しているシーンを見るとき，人間も幸
せな気分になっていくものだ。その証拠が北海道旭川市立の旭山動物園の事例
であり，兵庫県豊岡のコウノトリの郷文化公園ではないだろうか。渡り鳥のコ
ウノトリが再び飛来してくれるよう，有機農業に徹し，農薬を使わない農村づ
くりをしようと豊岡盆地の農民たちは決意した。コウノトリが幸せになる地域
づくりに励むことで，人間も幸せになれる。そうすると観光客の心の琴線に触
れるので，経済的にもペイするという好循環が，豊岡の地に生まれ始めたよう
に思われる
4）
。
　むかし「労農同盟」（労働者と農民の同盟）という言葉があった。21世紀とい
う時代は，この「労農同盟」という言葉の皮袋に新しい内容を盛り込む時代に
なるのではないだろうか。「生き物と死に物」「農村と都市」の同盟を介して，
自然体の体をとりもどし，心身をエコロジーと文化のなかに埋め込んでいき，
大地と宇宙に根を下ろしていく生き方を実践する時代になるであろう
5）
。
　漫談家の綾小路きみまろさんは，富士山麓で始めた家庭菜園づくりの体験に
ついて，つぎのように語っている。「東京では，人の顔色をみながら，『どうや
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って生きようか』ってなるけど，田舎では，ミミズの顔をみて，『おれは生か
されているんだ』，『どうやって死のうかな』って考えられる」と
6）
。「都会の銀
行に預金がある安心感とは質の違う，大地に生かされているという根源的な安
心感」（きくち・ゆみ）を培っていけるタイプの経済学，「自然を崇敬する唯物
論」の立場にたった経済学こそが求められているのであろう。
自然・イノチを崇敬する唯物論の大切さ
　2050年までに二酸化炭素の排出量の半減を実現するためのもっとも実り豊か
な方策の一つは，炭素を土壌のなかに固定化していくことだと述べてきた。日
本の土壌のなかの炭素含有比率を大幅に引き上げていく「国土の黒土化」年次
計画を策定することがまず必要だろう。そのための国民的キャンペーンを先導
し，持続可能で平和な社会経済を築いていくためには，どのような質の哲学と
経済学が必要なのであろうか。
　自然 ･宇宙の壮大な進化発展の姿をつかめず，生き物と死に物との区別さえ
つかない「機械的唯物論」では，到底その任には耐えられないであろう。
　他方，近代の経済学は，人間をエコロジー的な土台や社会・歴史の枠組みか
ら切り離し，類（人類・生物）と累（祖先と子孫）から孤立した「近代個人モデ
ル」という枠組みのなかで捉えようとした。そのため大地・自然が人間を生み
出し，「いのち」（身体）が精神（脳・自我）を生み出し，「イノチ」が「私」を
生きているにもかかわらず，あたかも人間のほうが大地・自然を所有 ･支配し，
精神（脳 ･自我）のほうが「イノチ」（身体）を所有 ･支配しているかのように
考えてきた。
　また人間（自己）とは，「正しいから行動する」という倫理的動機と「得す
るから行動する」という経済的動機の二本柱で行動するものであり，そのばあ
いの「自己」の範囲も，人間的発達のレベルに応じて，大きくも小さくもなる。
人間的発達のレベルが高くなると，「自己」の範囲は，「孤独な脳」から身体，
家族，一族郎党，地域社会，民族，国民，人類，生物界，地球といったレベル
に拡張し，「自我」は「小我」から「大我」へと発展していくものだ。しかる
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に近代の経済学は，自我の発展を「小我」というレベルに固定し，「自分だけ，
今だけ，お金だけ」というレベルで行動する「経済人モデル」が実際に成立す
るかのように仮定して，経済理論を組み立ててしまった。
　自分の脳を主軸として世界は回っているかのように考えるこのような天動説
的な観念論と経済への還元主義という二重の誤りを克服していくことが，持続
可能な経済社会を築いていくために不可欠だと，私は考える。言い換えると私
（自我・脳）がイノチをもっているという観念論的観点から，イノチ（客観的な
自然史のなかのイノチの流れ）が私として存在している（イノチが私を生きている）
という唯物論的観点に転換することが必要なのだ
7）
。
　弁証法的唯物論を「自然 ･イノチを崇敬する唯物論」に鍛え上げ，そのよう
な宇宙観 ･人間観に立脚した経済学を構築していきたいものである。
注
1）　毎年大気圏に排出される72億トンの二酸化炭素のうち約20億トンは海洋に吸収さ
れ，海洋中のカルシウムと化合して炭酸カルシウムとなり，海底の石灰岩に姿を変
えて蓄積されているという。竹村真一『Water水』2007年，ワールド・フォット
プレス，78ページを参照。
2）　詳細は，木村真人ほか編『土壌圏と地球温暖化』2005年，名古屋大学出版会を参
照
3）　『朝日新聞』2002年９月13日付け。なお炭素循環農法・実践図書館のホームペー
ジも参照。
4）　菊池直樹『蘇るコウノトリ―野生復帰から地域再生へ』，2007年，東京大学出版
会を参照。
5）　この点の大胆な提起は，小貫雅男・伊藤恵子『森と海を結ぶ菜園家族』2004年，
人文書院。
6）　『朝日新聞』2007年５月20日付け。
7）　サティシュ・クマール（尾関　修ほか訳）『君あり，故に我あり―依存の宣言』
2006年，講談社学術文庫
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